
FD・SD 研修会　開催記録

　学生・教職員が倒れている場面に遭遇した際、慌てずに初動対応の基本行動がとれるよう、以下の内

容について理解・実践をする。

１．傷病者を発見した場合に周囲の確認　→　声かけ・反応確認　→　人を集める　→　呼吸確認の手

順が実践できる。

２．反応がない場合、すぐに人を集めることができる。

３．呼吸の有無を確認するポイントを説明できる。

４．呼吸がなければ、ただちに胸骨圧迫を開始できる。

５．AED 到着後、電源ボタンを入れ、AED の指示に従いながらパッド装着まで実践できる。

５．体験を通して正しい胸骨圧迫の手技が実践できる。

　研修会では、事例に対する初動対応、意見・感想等について共有。併せて［エピペン］の使用方法に

ついても研修を実施し、初動対応の基本行動がとれるよう実施いたしました。

趣　旨

テ  ー  マ 急変対応はじめの一歩

講　　師
成人看護学領域　准教授 園田 裕子・講師 彌富 祐樹

基礎看護学領域　講師 種本 純一

日　　時
同一内容を２回に分けて開催

2026 年 6 月   9 日（火）16:00 ～ 17:00
2026 年 6 月 19 日（金）16:00 ～ 17:00

場　　所 基礎・成人看護実習室

開催状況 参加者：61 名


